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二
〇
世
紀
後
半
か
ら
二
一
世
紀
の
現
在
、
世
界
の
形
は
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。「
ヒ
ト
」

「
モ
ノ
」「
カ
ネ
」「
情
報
」
と
い
た
諸
要
素
は
、
国
家
・
国
境
の
枠

組
み
を
越
え
て
急
速
か
つ
大
量
に
流
動
し
、
こ
の
「
流
れ
」
が
世

界
を
「
つ
な
げ
る
」
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
連
動
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
・
国
境
の
垣
根
が
低
く
な
り
、

流
動
性
・
連
動
性
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
「
正
」
の
部

分
だ
け
で
は
な
く
、「
負
」
の
部
分
も
惹
起
し
て
い
る
こ
と
に
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
典
型
が
、
麻
薬
・
人
身
・
武
器
の
売
買
、
テ
ロ
活
動
、
海
賊
行

為
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
国
境
を
越
え
た
犯
罪
行
為
（
越
境
犯
罪
）

の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
国
家
間
の
制
度
・
対
策
に
お
け
る
隙
間

を
つ
く
形
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
態
に
よ
っ
て
拡
散・

展
開
す
る
非
合
法
活
動
で
あ
り
、
伝
統
的
安
全
保
障
お
よ
び
非
伝

統
的
安
全
保
障
の
両
面
に
お
け
る
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
脅
威
に
は
、
ま
た
資
金
的
背
景
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
痕
跡
を
隠
蔽
す
る
行
為
が
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
」（
資
金
洗
浄
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
不

法
収
益
の
再
投
資
に
よ
る
非
合
法
活
動
の
拡
大
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
る

と
同
時
に
、
高
度
に
連
動
の
進
ん
だ
国
際
金
融
体
系
を
浸
食
・
弱
体

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
員

久
末
亮
一

ひ
さ
す
え
　
り
ょ
う
い
ち
　

二
〇
〇
四
年
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

修
了（
学
術
博
士
）。専
門
は
ア
ジ
ア
経
済・金
融
犯
罪
。

同
研
究
科
助
教
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一一
年

よ
り
現
職
。

越
境
犯
罪
（
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
）　

グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
と
の
緊
張
関
係

世
界
を
ま
た
に
か
け
る
犯
罪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

そ
の
資
金
の
全
容
を
捕
捉
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

国
際
社
会
の
取
り
組
み
は
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、

国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
を
悪
用
す
る
犯
罪
者
と
の
緊
張
関
係
は
、

無
視
で
き
な
い
。
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化
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
国
際
金
融
体
系
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
複
雑
か
つ
高
度
に
連
動
し
て
い
る
。
そ
れ
は

国
際
的
な
経
済
活
動
を
支
え
る
「
血
流
」
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
一つ

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
で
あ
る
。
こ
の
体
系
に
悪
意
の
資
金
が
混
入

す
る
こ
と
は
、
世
界
の
経
済
活
動
に
お
け
る
健
全
性
を
維
持
す
る
上

で
も
、
絶
対
に
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
問
題
意
識
を
基
礎
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ

問
題
の
最
新
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
例
と
し
て
、
越
境
犯
罪
の
実
態
・

対
応
・
課
題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
特
徴
と
認
識
の
変
遷

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
は
、
非
合
法
な
起
源
や
目
的
を
も
つ
資
金

を
、
合
法
的
な
資
金
と
混
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
素
性
・
出

所
を
不
明
朗
に
し
、
合
法
的
な
資
金
の
よ
う
に
仕
立
て
上
げ
る
行
為

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
各
種
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
得
た
不
法
収
益
金
や
テ

ロ
活
動
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
資
金
な
ど
を
、
国
内
外
の
架
空
の
人

物
や
他
人
名
義
の
銀
行
口
座
を
利
用
し
て
資
金
移
転
を
繰
り
返
す
、

あ
る
い
は
株
式
・
債
券
・
フ
ァ
ン
ド
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
な
ど
の
金
融
商

品
や
貴
金
属
・
宝
石
・
美
術
品
な
ど
の
売
買
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た

方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
資
金
の
素
性
・
出
所
を
曖
昧
に
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
非
合
法
な
起
源
や
目
的
を
も
っ
た
資
金
は
、
捜
査
機
関
の
差

し
押
さ
え
や
摘
発
を
逃
れ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
非
合
法
活
動
の

た
め
に
利
用
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
。

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
い
う
問
題
は
、
国
際
的
な
麻
薬
密
輸

に
と
も
な
う
資
金
源
の
問
題
と
関
連
し
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
欧
米

諸
国
で
認
識
さ
れ
て
き
た
。
八
〇
年
代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
に
な
る

と
、
米
国
主
導
の
「
麻
薬
と
の
戦
い
」
に
際
し
て
、
本
格
的
な
国
際

間
の
規
制
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
は
じ
め
、
次
第
に
非
伝
統
的
安
全
保

障
の
重
要
課
題
と
し
て
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
っ
た
。
さ
ら

に
こ
の
問
題
へ
の
認
識
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る

越
境
犯
罪
の
増
加
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
一
年
九
月
の
米
国
に
お
け

る
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
に
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
。
す
な
わ
ち
、

国
際
テ
ロ
組
織
の
活
動
源
泉
で
あ
る
テ
ロ
資
金
を
、
ど
の
よ
う
に
し

て
封
じ
込
め
る
か
が
国
際
的
な
課
題
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
対
応
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
ふ
た
た
び
米
国
の
主
導
に
よ
る
国
際
的
な

協
力
・
規
制
の
枠
組
み
整
備
が
、
大
き
く
加
速
し
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
近
年
に
は
、
米
国
な
ど
と
対
立
す
る
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ン
と

い
っ
た
国
家
に
対
す
る
制
裁
手
段
の
口
実
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
な

ど
、
も
は
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
は
、
単
な
る
越
境
犯
罪
と
い
う
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領
域
を
超
え
た
、
外
交
や
国
際
関
係
の
レ
ベ
ル
で
も
認
識
さ
れ
る
べ
き

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

国
際
社
会
お
よ
び
日
本
の
対
応

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す
る
国
際
的
な
防
止
・
規
制
の
協
力

体
制
は
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
国

際
協
力
機
関
が
、
一
九
八
九
年
の
ア
ル
シ
ュ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
設
立
が
合

意
さ
れ
た
金
融
活
動
作
業
部
会
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
際

的
な
対
策
基
準
の
策
定
、
勧
告
遵
守
の
相
互
審
査
や
推
奨
、
手
口
や
傾

向
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。特
に
、九
〇
年
の「
四
〇

の
勧
告
」（T

he F
orty R

ecom
m

endations, 

後
に
対
テ
ロ

関
連
の
九
項
目
が
追
加
さ
れ
る
）
は
、
各
国
が
と
る
べ
き
措
置
を
ま

と
め
た
国
際
的
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
一
九
九
五
年
に
は
、
米
国
・
欧
州
主
要
国
の
非
公
式
会
合
の

場
と
し
て「
エ
グ
モ
ン
ト・グ
ル
ー
プ
」が
発
足
し
、同
年
六
月
の
ハ
リ
フ
ァ

ク
ス
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
焦
点
が
麻
薬
犯
罪
資
金
か
ら
武

器
・
人
身
売
買
な
ど
の
重
犯
罪
資
金
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
九
八

年
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
関
連

情
報
を
収
集
・
分
析
・
提
供
す
る
機
関
（Financial Intelligence 

U
nit

）
の
設
置
が
合
意
さ
れ
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は
、
一
九
九
七
年
に
結
成
さ
れ
た
ア
ジ
ア

太
平
洋
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
対
策
グ
ル
ー
プ
（
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
が
あ
る
。

お
も
な
活
動
内
容
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
勧
告
実

施
の
推
奨
・
促
進
、
域
内
諸
国
・
地
域
の
問
題
防
止
、
テ
ロ
資
金
供

与
防
止
に
関
す
る
法
律
の
立
法
化
の
促
進
、
域
内
で
の
手
口
情
報
交

換
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
四
年
に
は
「
越
境
犯
罪
に
関
す
る
ア

セ
ア
ン
各
国
＋
日
中
韓
の
閣
僚
級
会
議
」（
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｔ
Ｃ
＋
３
）
が
開

催
さ
れ
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
問
題
へ
の
対
応
を
含
め
た
域
内
諸
国

の
相
互
協
力
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
展
開
し
た
国
際
間
協
力
は
、
先
述
の
よ
う
に

二
〇
〇
一
年
九
月
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
対

テ
ロ
戦
争
」
で
の
喫
緊
の
課
題
の
一
つ
と
な
る
こ
と
で
、
米
国
主
導
の

さ
ら
な
る
対
策
枠
組
み
の
構
築
が
急
速
に
促
進
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
各
国
も
本
格
的
な
対
応
・
連
携
を
加
速
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

　

た
と
え
ば
日
本
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
金
融
監
督
庁
（
現
在
の
金

融
庁
）
に
「
特
定
金
融
情
報
室
」（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｏ
）
と
呼
ば
れ
る
部
署

が
設
立
さ
れ
た
が
、
以
降
の
国
際
的
な
対
応
・
連
携
の
加
速
に
よ

り
、
国
内
で
の
規
制
・
取
り
締
ま
り
も
強
化
さ
れ
て
き
た
。
〇
七

年
四
月
に
は
、
同
年
三
月
に
成
立
し
た
「
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移

転
防
止
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
所
轄
が
警
察
庁
刑
事
局
組

織
犯
罪
対
策
部
に
移
管
さ
れ
、「
犯
罪
収
益
移
転
防
止
管
理
官
」（
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
）
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る
。
〇
八
年
三
月
に
は
「
犯
罪
収
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益
移
転
防
止
法
」
が
全
面
施
行
と
な
り
、
本
人
確
認
や
報
告
義
務

の
拡
大
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
法
整
備
と
対
策
を
受
け
て
、
疑

わ
し
い
取
引
の
報
告
件
数
や
実
際
の
検
挙
数
な
ど
は
、
現
在
に
至
る

ま
で
確
実
に
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
外
務
省
に
は
総
合
外
交
政
策
局

に
「
国
際
安
全
・
治
安
対
策
協
力
室
」（
前
「
国
際
組
織
犯
罪
室
」）

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
各
国
・
地
域
や
国
際
機
関
と
の
政
策
的
・
法

的
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
。

近
年
に
お
け
る
現
状
と
直
面
す
る
限
界

　

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
に
対
す
る
国
際
間
の

防
止
・
規
制
枠
組
み
は
確
立
さ
れ
、
そ
の
対
応
能
力
は
飛
躍
的
に
向
上

し
て
き
た
。
一
方
で
は
、
こ
の
問
題
に
付
き
ま
と
う
本
質
的
課
題
に
よ
っ

て
、
そ
の
限
界
も
露
呈
し
つ
つ
あ
る
。

　

第
一
に
は
、
本
質
的
に
融
通
無
碍
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
態
を
利
用

し
た
資
金
流
動
で
あ
る
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
、
硬
直
的
な
法
的
規

制
の
枠
組
み
で
捕
捉
・
防
止
す
る
こ
と
に
は
、
限
界
が
あ
る
と
い
う
問

題
で
あ
る
。

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
と
は
資
金
流
動
で
あ
り
、
こ
の
動
態
的
特
徴
と

し
て
は
、
多
く
の
組
織
犯
罪
活
動
や
テ
ロ
活
動
な
ど
が
同
様
で
あ
る
よ

う
に
、
底
辺
で
の
「
つ
な
が
り
」
と
「
流
れ
」
が
連
鎖
す
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
運
動
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
動
態
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
か
ら
の
衝
撃
や
変
化
に
対
す
る
柔
軟

な
変
化
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
柔
軟
性
こ
そ
が
最
大
の
強
み
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
〇
三
年
に
発
覚
し
た
「
山
口
組
系
五
菱
会
」
に
よ
る
ヤ

ミ
金
収
益
洗
浄
事
件
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
金
融
機
関
や
金
融
商
品

を
経
由
し
、
日
本
・
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ス
イ
ス
・
米
国
な
ど

を
跨
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
非
常
に
象
徴

的
で
あ
る
。

　

第
二
に
は
、マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
、あ
る
い
は
そ
れ
に
類
す
る
グ
レ
ー

ゾ
ー
ン
の
行
為
が
、
国
家
権
力
の
実
質
的
な
了
解
の
下
に
、
正
常
な
経

済
の
枠
組
み
と
一
体
化
し
、
許
容
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
見

ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
経
済
開
発
・
成
長
に
必
要
な
資
金
を
十
分
に

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
行
政
・
統
治
シ
ス
テ
ム
が
比
較
的

腐
敗
・
汚
職
に
染
ま
り
や
す
い
発
展
途
上
国
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
た
と
え
ば
先
進
国
・
地
域
の
な
か
に
も
、
金
融
・
商
業
セ
ン
タ
ー

や
カ
ジ
ノ
な
ど
、
日
常
的
に
巨
額
の
資
金
流
動
を
必
要
と
す
る
こ
と
で

成
立
す
る
機
能
に
依
存
し
て
い
る
場
合
、
生
存
・
繁
栄
の
た
め
に
は
不

法
資
金
の
流
入
を
、
実
態
面
で
暗
黙
の
う
ち
に
許
容
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
の
国
際
相
互
審
査
で
高
得
点
を

取
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
態
と
し
て
は
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を



142外交Vol.11

多
く
抱
え
る
国
・
地
域
な
ど
も
見
ら
れ
、
規
制
枠
組
み
自
体
の
実

効
性
に
も
疑
問
が
生
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八

年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
に
は
、
世
界
的
な
金
融
危
機
の
影
響

か
ら
、
個
別
金
融
機
関
の
対
応
に
緩
み
が
見
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
だ

け
で
な
く
、
金
融
活
動
へ
の
依
存
や
そ
の
セ
ク
タ
ー
の
影
響
力
が
大

き
い
一
部
の
国
家
・
地
域
で
も
、
問
題
対
応
が
選
択
的
か
つ
限
定
的
な

も
の
に
変
化
す
る
ケ
ー
ス
も
出
現
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
二
〇
一
一
年
九
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
金
融
管
理
局
は
突

如
と
し
て
「
金
融
シ
ス
テ
ム
が
犯
罪
活
動
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
許

容
で
き
な
い
」
と
の
強
い
警
告
を
金
融
業
界
に
発
し
て
波
紋
を
呼
ん

だ
。
こ
れ
は
近
年
に
同
国
で
行
わ
れ
て
き
た
選
択
的
対
応
の
反
証
で

も
あ
り
、
そ
れ
が
も
は
や
許
容
限
界
を
超
え
た
裏
返
し
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

第
三
に
は
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
対
応
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

た
経
済
活
動
や
複
雑
化
す
る
国
際
秩
序
と
の
間
で
、
相
克
を
引
き
起

こ
す
可
能
性
で
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
後
半
の
世
界
で
は
、
経
済
活
動
は
基
本
的
に

国
家
単
位
の
枠
組
み
や
規
制
を
基
礎
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
経
済
活
動
は
、
時

と
し
て
国
家
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
利
害
対
立
を
生
み
出
し
、
そ
れ
は
国
境

を
越
え
た
形
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
金
融
制

度
・
税
制
度
・
法
制
度
な
ど
の
違
い
を
利
用
し
て
、
複
雑
な
国
際
間

取
引
を
展
開
す
る
企
業
の
「
合
法
行
為
」
は
、
あ
る
国
家
・
政
府
の

定
義
で
は
「
違
法
行
為
」
に
も
な
り
得
る
。
明
ら
か
な
悪
意
あ
る

犯
罪
資
金
の
洗
浄
で
あ
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た

経
済
活
動
の
も
た
ら
す
曖
昧
な
境
界
線
は
、
特
定
の
国
家
や
当
局

に
よ
る
恣
意
的
解
釈
や
過
剰
な
規
制
に
も
つ
な
が
り
、
世
界
規
模
で

加
速
化
す
る
自
由
な
経
済
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　

た
と
え
ば
二
〇
〇
八
年
の
国
際
的
な
金
融
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
フ
ラ

ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
は
相
次
い
で
ス
イ
ス
お
よ
び
そ
の
金
融
業
界
へ
の

非
難
を
強
め
て
き
た
が
、
こ
れ
は
両
国
が
課
税
強
化
の
た
め
、
富
裕

層
や
企
業
な
ど
に
よ
る
ス
イ
ス
の
利
用
を
塞
ぐ
た
め
で
あ
る
考
え
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
必
然
と

相
反
す
る
行
動
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
近
年
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
定
国
が
敵
対
国
を
牽
制
す
る

外
交
的
手
段
と
し
て
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
大
義
名
分
と
し
て
、

そ
の
経
済
活
動
や
資
金
源
を
国
際
金
融
シ
ス
テ
ム
か
ら
排
除
す
る
こ

と
は
、
本
来
の
趣
旨
か
ら
は
逸
脱
し
た
行
為
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
断
固
と
し
た
対
応
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ

ン
ズ
と
し
て
の
国
際
金
融
体
系
の
健
全
性
を
維
持
す
る
上
で
、
絶
対

的
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
規
制
や
対
策
を

行
う
側
は
、
一
国
の
視
点
か
ら
の
み
安
易
に
対
応
す
る
こ
と
の
危
険
性
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グローバル・コモンズ

も
、
ま
た
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

今
後
に
向
け
た
課
題

　

約
二
〇
年
の
時
間
を
か
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ

ン
グ
に
対
す
る
法
的
規
制
や
国
際
間
協
力
の
枠
組
み
は
、
一
定
の
有
効

性
を
持
つ
も
の
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
実
態
は
、
も
は
や

単
な
る
犯
罪
資
金
の
洗
浄
と
い
う
レ
ベ
ル
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
安
全
保
障
、
国
際
関
係
、
世
界
経
済
の
現
状
と
い
っ
た
問
題
と
も

連
動
し
、
当
該
問
題
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

特
に
、
二
〇
〇
一
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
に
お
け
る
国
際
的

な
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
が
一
段
落
を
迎
え
つ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
〇
八

年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
国
際
金
融
環
境
の
激
変
に
よ
っ
て
焦

点
に
振
れ
が
生
じ
始
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
期
と
比
較
し
て
、
近

年
は
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
一
巡
感
が
出
始
め
、

関
心
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
一
方
で
冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
世
界
の
金
融
体
系
は
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
と
も
に
、
き
わ
め
て
複
雑
か
つ
高
度
に

連
動
し
な
が
ら
国
際
経
済
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
重
要
な
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
モ
ン
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
が
非
合

法
な
背
景
や
目
的
を
も
つ
資
金
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
る
事
態
は
、
絶

対
に
防
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ

の
対
応
に
限
ら
ず
、
越
境
犯
罪
へ
の
対
応
も
同
様
で
あ
り
、
い
か
な

る
環
境
の
変
化
が
あ
ろ
う
と
も
、
今
後
も
世
界
的
に
共
有
さ
れ
、
促

進
さ
れ
る
べ
き
大
原
則
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
欧
米
諸
国
は
自
ら
の
足
元
で
の
経
済
的
混
乱
に
よ
っ
て
、

本
来
は
「
終
わ
り
な
き
戦
い
」
で
あ
る
は
ず
の
当
該
問
題
へ
の
対
応
に

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
こ
と
を
躊
躇
し
つ
つ
あ
る
。こ
う
し
た
な
か
で
、

日
本
の
国
際
社
会
に
お
け
る
対
応
や
政
策
に
は
一
層
の
積
極
的
姿
勢
が

求
め
ら
れ
る
。

　

マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
は
依
然
と
し
て
、
ま
た
将
来
的
に
も
大
き

な
脅
威
で
あ
り
、
日
本
に
と
っ
て
も
一
国
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

国
際
的
・
地
域
的
な
視
野
に
立
っ
た
対
策
を
確
立
・
実
行
し
つ
づ
け

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
過
去
一
〇
年
ほ
ど
の
日
本
は
、
国
内
的

な
対
策
整
備
と
国
際
的
な
連
携
対
応
と
い
う
、
い
わ
ば
受
動
的
な

準
備
期
間
を
経
て
き
た
が
、
も
は
や
そ
の
段
階
は
、
確
実
な
実
績
と

と
も
に
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ
り
、
政
策
側
の
思
考
・
発
想
の
転
換

も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
日
本
が
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
た
越
境
犯

罪
に
つ
い
て
、
国
際
的
・
地
域
的
な
観
点
か
ら
問
題
を
捉
え
、
公
平
・

客
観
的
な
立
場
に
よ
っ
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
対
策
・
連
携
を
実

現
し
う
る
世
界
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
は
、
国
際

社
会
に
お
け
る
新
た
な
役
割
と
責
務
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
■




